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 京都府公共事業評価に係る第三者委員会は、６月５日開催され、亀岡駅北での京都スタジアム

建設を「了承する」とされたが、治水対策やアユモドキの保全対策、住民への説明などの問題に

ついて意見や懸念が続出したのが実態である。 

 第一に、治水対策の不安が強く出された。出席の委員からは、「治水の不安は、スタジアム建設

をはるかに超えた大事なこと」「区画整理事業地全体をかさ上げして周辺が大丈夫なのか。３４万

㎥桂川を掘るから大丈夫というが、そんな単純なものか」「平成２５年水害の記憶が生々しく残っ

ている。こういう雨が降った時にこうなるという説明をしてもらいたい」などの意見が出され、

治水対策がまともに検討されていないことが明らかになった。 

府は、埋め立てによる遊水地の容量減を高水敷の掘削で補うから洪水被害が拡大することはな

いというが、京都大学の防災の専門家からも間違いであると指摘されている。高水敷を掘削して

も、掘削部分は洪水初期に水没し、洪水のピークの流量調節には関係しなくなる。遊水地の流量

調節で重要なのは遊水地の面積であり、埋め立てによって遊水地の面積が減少すれば、洪水が周

辺に拡大することは明らかである。 

 亀岡市民は、歴史的に保津川の氾濫・洪水に苦しめられてきた。平成２５年の台風１８号でも

亀岡駅の線路が水没し、周辺住民に多大な被害がもたらされた。そのため、遊水地を大幅に減ら

す亀岡駅北土地区画整理事業地に予定する京都スタジアム計画の中止を求めて１万５千人もの反

対署名が集められており、住民の洪水拡大への不安はまったく払拭されていない。 

 第二に、アユモドキの保全対策についても不十分さが指摘された。委員からは、「種の保存をど

うしていくのかは公共事業評価調書」に書かれておらず、不十分」「アユモドキの積極的保全に向

けて、具体的にどういうロードマップで進めるかは、この委員会の外に出て議論し策定されるべ

きである」などの意見が出された。 

今回、アユモドキへの影響が検討されたのは３．２ヘクタールのスタジアム計画だけであり、

約１７．２ヘクタールある亀岡駅北土地区画整理事業区域全体が開発された場合の影響について

は、まったく検討されていない。残る１４ヘクタールの区域の中には、１０階建ての建築物を建

てることも可能とされており、スタジアムと同様に大量の基礎杭が打たれることになるなどアユ

モドキの生息環境に重大な影響を与えかねないのである。 

 第三に、亀岡市民をはじめ府民への情報開示の不十分さも明らかになった。委員長からも「情

報公開について、縦割りで、河川は複数行政にわたり、なかなか情報開示されない。簡単に情報

開示されるようにしてほしい」と指摘される状況である。 

こうした中で、亀岡市民１４人からは、６月２日、京都府監査委員に対し京都スタジアムの建

設差し止めを求める住民監査請求が行われた。ここでは、スタジアム建設の費用対効果が現実離

れしている問題や治水対策、アユモドキ保全対策、駐車場、交通渋滞問題による損失、亀岡市環

境基本条例違反、既存住宅地への騒音・振動・光などの問題など多くの問題点が指摘され、公金

の支出の差し止めが求められている。こうした市民の声に今こそ耳を傾けるべきである。 

 今回の京都府公共事業評価に係る第三者委員会で、委員から相次いで意見や懸念がだされた状

況をみれば、京都府が、京都スタジアムの建設にむけて強引に工事着手することなど、とうてい

許されない。用地買収とその予算化も行うべきでない。 

わが議員団は、ひきつづき亀岡市民や広範な府民と力を合わせ、亀岡駅北の京都スタジアム建

設の中止を求めて全力をあげることを改めて表明するものである。 

以上  


